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ん 
で 
し 
ま 
し 
た 
  

蒸
し
暑
い
日
こ
な
っ
た
 9
 月
Ⅱ
 日
 、
母
の
家
 。
 
ワ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
ま
つ
り
希
望
 舎
 ガ
行
わ
れ
ま
し
た
  
 

2
 回
目
と
な
る
ま
つ
り
希
望
 舎
 で
 す
ガ
、
福
 向
自
 

本
 興
業
や
九
州
共
立
大
学
・
九
州
女
子
大
学
 
の
 学
生
 

の
 皆
さ
ん
の
協
力
も
あ
り
、
盛
大
に
行
わ
れ
 ま
し
た
。
 

来
場
し
た
約
六
百
人
の
観
 9
 は
、
さ
ま
ざ
ま
 な
催
 

し
に
笑
っ
走
り
集
い
た
り
と
、
 1
 日
を
大
い
 に
 楽
し
 

  
  

、
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%
 実
習
が
あ
り
ま
す
が
、
実
習
 先
の
 

わ
が
町
の
海
岸
線
を
彩
る
三
里
松
 

都
合
上
ま
だ
日
時
は
決
定
し
て
い
ま
原
は
、
長
年
 
の
 苦
労
の
積
み
重
ね
の
 

中
で
っ
く
り
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

せ
ん
。
 

こ
の
地
球
の
財
産
を
み
ん
な
で
 次
 

と
こ
ろ
麻
生
医
療
福
祉
専
門
学
校
 

に
 、
養
成
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

と
き
に
 同 4
 口
（
土
）
・
Ⅱ
 
日
 一
七
一
・
 

憾
日
 （
十
 -
 ・
平
成
レ
年
 1
 月
の
毎
週
 

土
曜
日
・
 2
 用
 5
 同
 -
 十
一
・
祝
日
一
十
一
 
    

三
里
松
原
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

を
 開
催
し
ま
す
 

役
場
農
林
水
産
 

課
 農
林
水
産
 
係
 
  

役
場
福
祉
課
高
齢
対
策
 係
 一
代
）
 

現
在
ポ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
申
込
期
限
田
 

Ⅲ
周
お
日
一
月
一
 

従
事
し
て
い
る
人
、
ま
た
こ
れ
か
ら
申
し
込
み
 

問
い
合
わ
せ
役
場
 補
 

従
事
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
を
対
象
仕
訳
高
齢
 
対
 策
係
へ
 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
 し
 3
 級
 

課
程
養
成
研
修
会
 

北
九
州
校
（
北
九
州
市
戸
畑
区
小
友
一
 

定
員
 
6
 人
 

受
講
料
五
千
二
百
円
（
テ
キ
ス
ト
 

Ⅰ
Ⅰ
 

  
ー
 
｜
 
l
 

 
 

ウ
 

O
 
毎
 
医学の発達した 現代 @ も、 血液は人工的につくることはできま 
せん。 血液の必要な 患者さんへ，あ なたの愛をちょっ ぴ 0 分けて 
ください。   年齢 体重 献血の間隔 

      ど 協力いただいた 人に 4n6 ㍉Ⅰ 18 歳から男女とも・ 男性 3 ヵ月 - 
64 歳まで 50kg 以上 以上 

女 ヰ土 4 カ月 
つ 検査ワービスを 行って 以上 

います。     
前 9  時 30 分からⅡ 時 30 分。 女性 40kg 

まで ｜ 」 以上 

東部公民館 = 午後 1 暗から 3 時 30 分まで 
米 60 歳 一 64 歳の間に献血を 受けたことがあ る人は、 69 歳まで 受 
けられるよ う になりました。 

問い合わせ 
役場健康対策謀健康対策 係へ 

国際交流事業のあ 畑うど 
C 

@  : ト カ こ 30  ゥ ". ヲ " C 

い含 水・ マ 睦 師 ッ容ろ 分き抑抑 C 

係わ 宮 シ か を 白 

本 寛刑 ン講央 4 周 待で ポえ C 大 %%%l 又 凡 23  ちず C   C 

木本ホ 公 、 、 幸 勉強や文化の 面などに興味を 持ってもらうために、                             

  デ ぬば 諜 水産 C 
  バ ・。 コ 乙 イ   C 

C 
C 

OOO ところ中央公民館大ポール 対象小学 5 年生から高校 3 年生まで C 

  C 
C   

0 料 金 無料   
C 
C 
C 

き 申込期限田 10 月 25 日 ( 月 ) C 
C 
C 

憲 ワールド・キッチン C 

:  ニュージー ランド男性の 手作りデザートを、 食 た レ - cC 
0  があ りますか。 ぜひ、 11 月 13 日 (: ヒ ) のワールド・キッチン C 

C :  に挑戦しでみてください。 甘い物だけではなく、 韓国人同 C 
O O O 際 なりましたので、 交流員の全さんにも いっしょに楽しい 料理の作り方を 時間を過ごして、 教えてもらうことに 料 ， 理 CCC 
9  を作ってみましょ       C 

C 
0  と き 11 月 13 日 ( 土 ) 、 午前 11 時から午後 2  時 30 分まで C 

S  ところ中央公民館調理室 C 
C 

0  定 員 30 人 C 

お料金 500 円 C 
C 

， 99 遠賀 Ⅱばれあ いウォーキンク 実行委員会 :  持ってくるものエプロン C 
C 

( 〒 809 一 00]2  中間市大字中間 588l 一 2) 0  申込期限田 11 月 5 日 ( 金 ) C 

呑 246 一 232l へ き 申し込み・問い 合わせ役場地域振興課地域振興 係へ CC 

O
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地
球
に
や
さ
し
い
環
境
を
…
 

役
場
町
民
 課
 生
活
環
境
 係
 

 
 

騰
 月
は
過
剰
包
装
を
や
め
て
、
 マ
 

イ
 
・
バ
ッ
グ
の
使
用
を
勧
め
る
推
進
 

期
間
で
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
 

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ご
み
の
 減
 硝
化
の
観
占
か
ら
次
の
 

こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。
 

ご
み
と
な
る
も
の
を
 

0
 買
わ
な
い
 

0
 使
わ
な
い
 

0
 作
ら
な
い
 

0
 捨
て
な
い
 

の
 「
四
一
し
一
な
い
」
通
勤
を
し
よ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
役
場
 W
 氏
課
 生
活
環
 

 
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
 

ご
 協
力
く
だ
さ
い
 

役
場
建
設
課
都
市
計
画
 係
 

私
た
ち
の
町
の
緑
を
も
 
う
 
一
度
い
っ
 

し
ょ
に
考
え
て
の
ま
せ
ん
か
。
 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
 

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
具
体
的
な
 緑
 

の
 整
備
な
ど
の
指
針
と
な
る
「
緑
の
 

基
本
計
画
」
の
策
定
を
進
め
で
い
き
 

ま
す
。
 

こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
公
園
 

や
 緑
地
の
整
備
と
保
全
を
図
り
ま
ち
 

つ
く
り
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
 

対
象
町
内
在
住
の
㏄
 歳
 以
上
㏄
 

甘
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

歳
 以
下
の
千
人
 

締
切
目
 
騰
月
 ㏄
 日
 -
 
十
 -
 

一
，
イ
 

問
い
合
わ
せ
役
場
建
設
課
都
市
 計
 

回
体
 へ
 

セ
ン
サ
ス
調
査
を
行
い
ま
す
 

役
場
農
林
水
産
 課
 農
林
水
産
 係
 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
の
農
 

業
や
林
業
な
ど
、
す
べ
て
の
農
林
業
 

を
 営
む
事
 装
 体
を
対
象
と
し
て
行
う
 

大
規
模
な
調
査
で
、
い
わ
ば
「
農
林
 

楽
 に
関
す
る
国
勢
調
査
」
と
も
い
え
 

る
 調
査
で
す
。
 

調
査
結
果
は
 、
 同
を
は
じ
め
各
方
 

面
 で
広
く
利
用
で
き
る
総
合
的
な
統
 

計
 資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
 

調
査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て
回
り
 

ま
す
の
で
、
 
ご
 協
力
を
お
願
い
し
ま
 

す
 。
ま
た
、
調
査
で
得
ら
れ
た
個
人
 

情
報
は
、
税
務
な
ど
 統
 刮
を
作
成
す
 

る
 日
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
 法
 

律
 で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

ご
 安
心
く
だ
さ
 

問
い
合
わ
せ
役
場
農
林
水
産
 課
農
 

林
木
種
 係
へ
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 ガ
 

行
わ
れ
ま
 す
 

 
 

 
  
 

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
 

試
験
日
Ⅱ
同
然
旦
日
）
午
前
㏄
 

時
か
ら
 

試
験
種
類
甲
種
・
乙
種
（
 1
 類
か
ら
 

6
 類
 ）
・
丙
種
 

試
験
会
場
九
州
共
立
大
学
（
北
元
 

州
 市
八
幡
西
区
自
由
 ケ
丘
 ）
 

願
書
受
け
皿
月
花
里
 金
 ）
ま
で
の
 

消
印
有
効
 

郵
送
受
付
一
対
）
消
防
試
験
研
究
 セ
 

ノ
ダ
｜
 福
岡
史
部
（
一
 T
8
1
2
 １
 0
 

0
5
4
 
 福
岡
市
東
区
席
田
 4
 １
㏄
 ｜
 

1
 ）
 

問
い
合
わ
せ
遠
賀
郡
消
防
本
部
 予
 

防
諜
 指
単
 保
古
 

2
9
3
 

１
 8
1
2
5
 

へ
 夢

に
向
 ガ
 っ
て
 レ
 ・
 
リ
 ツ
コ
ー
 

鞠
 み
ど
り
 園
祭
 

知
的
障
害
者
適
所
授
産
施
設
み
ど
り
 
囲
 

知
的
障
害
を
抱
え
な
が
ら
作
業
を
 

通
し
て
社
会
自
立
を
日
指
し
て
み
ん
 

な
 頑
張
っ
で
い
ま
す
。
 

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
㏄
月
利
口
一
日
一
午
前
川
 

  

と
こ
ろ
知
的
障
害
者
 涌
 二
所
授
産
施
 

設
 み
ど
り
 圃
 （
遠
賀
郡
 芦
 尾
灯
 緑
ケ
 

正
一
 

力
容
 0
 芦
屋
航
空
白
 衛
 隊
の
 太
 

 
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
 0
 バ
ザ
ー
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
知
的
陛
下
若
通
所
 授
 

産
 施
設
み
ど
り
 囲
呑
 2
2
3
 
１
 3
3
 

1
l
 
上
へ
 

働
く
人
の
 

な
ん
で
も
労
働
 

県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
 

 
 

突
然
の
解
 健
 、
給
料
の
未
払
い
 、
 

職
場
の
人
間
関
係
な
ど
の
労
働
相
談
 

な
 行
い
ま
す
。
 

と
き
 
Ⅱ
同
 2
 日
一
人
工
午
前
Ⅱ
 

時
か
ら
午
後
 6
 時
ま
で
Ⅱ
同
 3
 日
 

-
 
机
 @
 
午
後
 ェ
 時
か
ら
 6
 時
ま
で
 

住
宅
金
融
公
庫
ロ
ー
ン
の
 

返
済
 ガ
 困
難
な
人
へ
 

住
宅
金
融
公
庫
福
岡
支
店
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
不
況
に
 

よ
 

る
倒
 辛
な
ど
勤
務
先
な
ど
の
事
情
で
 

返
済
が
困
難
な
人
の
う
ち
、
収
入
 

倍
 

と
こ
ろ
北
九
州
市
立
女
性
セ
ン
タ
ー
 

（
 
小
 台
北
区
大
手
町
）
 

入
場
料
無
料
 

Ⅹ
職
業
紹
介
は
除
き
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
県
北
九
州
労
働
福
祉
 

事
務
所
 毎
 5
9
2
 
１
 3
5
1
6
 
へ
 

 
 

 
 

    

第 Ⅱ 回 おん ガ 

舟 れあ し ) 釣り大会 
あ なたも釣りの 腕双を披露してみません 

か。 毎年恒例となった 第 Ⅱ 回 おんがふれあ 

い釣り大会を 開催します。 遠 資産野菜のたっ 
ぷり入った " だんご 汁 " の試食会も行いま 

幸
一
年
収
 ノ
 年
間
総
返
済
額
）
が
四
倍
 

以
下
、
ま
た
は
、
収
入
月
額
が
世
帯
 

人
員
 X
 六
万
四
千
円
几
下
の
人
で
、
 

返
済
条
件
の
変
更
に
 よ
 り
返
済
が
継
 

統
で
き
る
人
に
対
し
て
、
ロ
ー
ン
返
 

済
期
問
を
股
長
十
年
間
延
長
す
る
措
 

置
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
ロ
ー
ン
全
般
に
つ
い
て
の
 

返
済
相
談
も
受
け
付
け
で
い
ま
す
。
 

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
住
宅
金
融
公
庫
福
岡
 

支
店
 呑
 0
9
2
 
１
 7
2
2
 
１
 5
0
1
 

1
 へ
 

す 。 皆さんの参加をお 待ちしています。 

      と き Ⅱ 月 3 日 ( 祝 ) 受付開始 = 午前 7 時 
      糸雨天でも行います。 

      ところ遠賀町西川 ( 島門 橋 - 花園 橋間 ) 

    参加料 無料 

; 参加資格小学生以上 
; 米 小学校低学年以下の 人は 、 必ず保護者同伴でお 願いします。 

      申し込み当日遠賀町役場玄関で、 受け付けを行います。 

問い合わせ 

遠賀町役場産業課 2 9 3 一 1 2 3 4 へ 

） 
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市 異書聖 警峯 8282-1211  ●囲垣 サ コリーアゲ古 282-1515 
  ざで 気 0 意 つ 、 法 たて 

ト   丈イ b の 牡 
国 

デ   
い 思い 
でつまれ れ年 す 。 出演者一同頑張りますので、 ながくった帳 も ナ し児 { 月 

紬検 

ぜひ見に来てください。 

と き 

芋台 る 
  
(f 年 占 も厄妥 ) をなす 幼め 鑑の鬨 。 納 

務 はと 方めめ忘 めに 10 月 30 日 ( 土 ) 午後 1 時 一 11 月 3 利用 レ 、こ し 。 子 が だけ O 国 うえ 及び 所分納 
日 ( 祝 ) 午後 4 時まで、 し とかどに民 、 収 行 に割め 

  
( 芸能 祭 ) て がしもあ 年 手細 { 相 でる 

言 ; 定も こ 手間 10 月 31 日 ( 日 ) 午前 10 時一 午後 くだ あり 納 、 残 を るの 保 金 続き 代理 し 市内 と   
さまめしで険を 金 も   て 付が ・ ， 

4 時まで 
いす 忘 ては 科 し融 い 

( バザづ 。 。 れ亡あ 納で 機       ま さ まな でき くだ でき c 0 問い 福祉課福祉係へ 合はせ 
10 月 31 日 ( 日 ) 午前 10 時一 午後 あ な ま苫 だの せ 

る っせ さ窓 ん 4 時まで   
と たん             

く 歌唱・歌謡 ) 、 と   0 に そ   - ト 一 

Ⅱ同 3  日 ( 祝 ) 午前 10 時 @  午後 4 い き 病   す ノ 。 t ｜ ル又 

時 30 分まで 
  

《社交ダンス ) とな 市 :,) 
1 ブ いこ 30  てまた l: あ 

時ま - で 

ところ 岡垣 サンリーアイ 

ソ 
  

樹講 
います。 

問い合わせ 
ニ Ⅰ アヱ Ⅰ       

岡垣町文化協会 8 ン 
開場 a X 7. 、 ノっ や 

呑 282 一 0 Ⅰ 6 2 へ ア子 
2 2 、     を     」 ォは 

海老津駅双 
ストリートライブ 

講 とか 26 と面や 
こ ら 日 の住 一 

劇団ふるさ 「                                   

ときやらばん ・   、 ・ -         ム 
  

/¥T-1  -   
  ア 立臼 

。 が き ナ 楽 
午 

  
  

青 友 そ ， 

サ 
座 
ウ ムお 6 

と き @ 戸 29 日 ( 金 )   j レ     トク 十 

午後 6 時 30 分～ 7 時 30 分まで 
ところ JR 海老津駅双面 鉄 バス 
停 付近 

ぃだ 科目 者 を 分き 画提域 
出演者 ふるさときゃらぼん 宣伝 A A 

ひ卜 セ万 自 由 l 億円の花婿 ほか 
せ 山科 ィ 煎 る ン 7 月い 、 家 で 

問い合わせ さ - ナ・ ，   

ふるさときゃらばん   
囲 垣実行委員会 有持 接 l 

呑 090 一 1 367 一 5788 へ 申ア 
  旦 @ 気軽 ｜ト ガ みほか ばん １ し 午後 6 し 

寸 

0@ 0 
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一   

寸ク 岡垣町役場 教育委員会 容 282-121 1 

囲
垣
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
 
東
部
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
 

岡
垣
 

●
●
 

タ
タ
 

一宿 282-5167 
@  8282.5103 

● シ   ルバ一人材   センター 容 282-4 ， 688 ヨ 8 

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
 

市
 記
主
 

な
ど
へ
行
く
大
半
の
日
 

ヒ
 

 
 で
 外
国
 
ノ
一
 

ボ
ワ
 

ら
へ
ん
や
ろ
。
 

日
本
の
場
合
で
 

 
 

 
 カ
ナ
ダ
に
居
る
人
た
ち
は
ど
っ
か
 

は
 

か
 の
と
こ
ろ
か
ら
移
住
し
て
き
た
 

人
 

た
ち
と
い
う
わ
け
で
す
。
 

今
ま
で
に
移
住
し
て
来
た
の
は
、
 

イ
ギ
リ
ス
 

人
 ・
フ
ラ
ン
ス
人
・
 

東
ョ
｜
 

ロ
ッ
パ
 

人
 ・
東
南
ア
ジ
ア
の
人
た
ち
 

な
ど
で
す
。
 

と
い
う
わ
け
で
、
カ
ナ
ダ
と
い
う
 

国
は
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
で
割
ら
れ
て
、
 

今
回
の
ボ
ー
パ
ン
の
日
記
は
、
前
 

月
の
話
題
の
続
き
で
、
カ
ナ
ダ
 風
 多
 

文
化
主
義
に
つ
い
て
 晢
 き
た
 い
と
 思
 

い
ま
す
。
 

最
近
、
こ
の
記
事
を
読
ま
れ
て
い
 

な
い
人
の
た
め
に
、
前
月
の
記
事
の
 

主
な
ポ
イ
ン
ト
を
繰
り
返
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 

日
本
で
生
ま
れ
て
育
っ
た
日
本
人
 

に
と
っ
て
、
日
本
に
 

居
る
間
な
ら
、
だ
い
 

～
   

た
い
日
本
人
に
囲
ま
 

2
 

れ
て
い
る
や
ろ
。
 カ
 

ナ
ダ
 の
ト
ロ
ン
ト
 市
、
 

義
 

さ
ま
ざ
ま
な
民
族
の
人
た
ち
の
 
力
 で
 

多
文
化
主
義
・
異
文
化
主
義
の
基
礎
 

が
 創
造
さ
れ
ま
し
た
。
 

多
 文
化
正
義
 は
 カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
 

て
 国
民
の
意
識
と
し
て
、
統
一
を
与
 

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

調
和
 こ
 不
調
和
 

異
文
化
摩
擦
な
ど
の
問
題
が
無
 
い
 

と
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
甘
い
話
で
、
 

イ
ギ
リ
ス
 人
と
 フ
ラ
ン
ス
人
が
移
住
 

し
て
来
て
か
ら
も
、
た
び
た
び
問
題
 

が
 起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
 

違
う
言
語
で
話
し
て
、
違
う
宗
教
 

を
 守
っ
て
 、
 遠
う
文
化
意
識
を
持
っ
 

  

と
る
人
た
ち
は
、
い
っ
し
ょ
に
同
じ
 

と
こ
ろ
で
住
む
な
ら
合
わ
な
い
と
 
ぃ
 

う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
。
 

ヵ
ナ
ダ
 の
歴
史
の
中
で
は
、
異
文
 

化
 摩
擦
に
よ
っ
て
の
、
乱
暴
な
い
が
 

み
 合
い
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
 
有
 

り
 難
く
思
っ
と
る
け
ど
、
起
こ
っ
た
 

争
い
は
な
か
な
か
激
し
か
っ
た
ん
や
。
 

今
 考
え
る
と
、
二
つ
三
つ
の
事
件
 

を
 思
い
出
し
ま
す
。
 

一
八
八
 0
 年
代
に
マ
ナ
ト
バ
州
で
 

は
 、
原
住
民
の
激
し
い
暴
動
を
抑
え
 

る
た
め
に
、
政
府
は
特
別
 
瞥
察
 を
派
 

遣
 し
て
大
虐
殺
と
な
り
ま
し
た
。
 

一
目
 

～ THE CANADlAN DREAM ～ また で -..,.,. ぅケベ を修養ごせる の理解 現在 思っ く 文化 摩 ナダ人 ほか 騒ぎと 殺し て 者が 、 希望 ぅ ! よ、 くで「 「 丁 HECANADlAN  AMERICAN  D 尺巨 DREAM AM 」に 似 」という放語はなかなか とるけど、 何となくカナダ 新し 的 ; ; してい カと 臣 に ょ う ではい ていま 擦で起 にとっ にも掌 なりま たとい を抱い カナダ セ 一九 

な 感覚が相当入っています。 : か 分 、 っすこて件 し う衆民てか 0 

でも超えられるという 意味があ ります。 言い過ぎと 三 "# ォ "   
なれます。 : 6 強し く 悲の   で悪玉と と ク 経済的に栄えている 企業・会社を 見ると、 会社重役会議会は 外の国 : なさて過 し男力 大 し 表 し Ⅰ レ Ⅰ り、 ト 1 

で 生まれてカナダ ヘ 移住してきた 議員たちが多くて、 モントリオール       
た と と れ レ ) 

した。 銀行 (TheBankofMontre 杣 ) の社長はアイ ド カ ら 移 住 し ま んけ ⅠⅠ - Ⅰ・ 配し はよ 九カ 江、 孝文 です 歴史 皆 と は を な 自の ） 

      
    心 ちれ 、 な             っ こ こ ら 

んザみザ みせみせん 早ふせ みせみせ ふザふせ吝せ みせ ふせふ埜ふ 早みせ みサ みせみせ 吝ザ みせ 
ています。   

卓
球
秋
季
大
会
 卓

球
連
盟
 

と
き
 
㏄
 月
 初
日
（
日
）
受
付
Ⅱ
 

午
前
 8
 時
㏄
 分
 
開
会
式
Ⅱ
午
前
 9
 

時
か
ら
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

種
目
 
0
 男
 千
個
人
戦
（
 
A
.
B
 級
）
 

0
 女
 千
個
人
戦
（
 A.
B
.
C
 級
）
 
0
 男
 

子
 ・
女
子
団
体
戦
 

問
い
合
わ
せ
卓
球
連
盟
河
村
 む
 

2
8
2
 
１
 9
4
3
8
 
へ
 

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
 ガ
 

馬
頭
 与
 ふ
れ
あ
い
登
山
 

岡
垣
 登
山
連
盟
 

小
・
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
秋
の
 1
 

日
を
楽
し
く
過
ご
し
て
か
ま
せ
ん
か
。
 

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
保
護
者
の
参
加
も
お
待
ち
 

し
て
い
ま
す
。
 

と
き
 
㏄
 月
 ㌍
 日
 （
土
）
午
前
 9
 

特
 集
合
 

と
こ
ろ
 
峠
 茶
屋
前
広
場
 

持
っ
て
く
る
も
の
弁
当
・
水
筒
 

氷
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
囲
垣
登
山
連
盟
 
横
 

欠
字
符
 容
 2
8
2
 １
 9
2
1
2
 
へ
 

  

O 
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エ Ⅰ 

  

卵嚢書聖賢 牽容 282- Ⅰ 2 ⅠⅠ● 目ニ Ⅱ 垣サ コリーアゲ古 282- Ⅰ 5 Ⅰ 5 

  

  
  

広報おかが き (8 月 l0 日号 ) で囲垣ワンリーアイの 子を思いうかべて」と、 ハミンバホールを 提案した 福 

アリーナ と中 ホールの愛称募集をしていたところ、 ア 昌孝子さん ( 吉木 E) 。 お二人にほ最優秀賞として、 

l 」一々 に 66 通、 中ホールに㏄ 通の応募があ りました。 5,000 円相当の特産品と 囲垣ワンリーアイ 第 2 期施設 
ア 」一々 は 「主にスポーツに 使用され、 躍動感・ す オーフニンウイベントの ぺア 招待券が贈られます。 

がすがしさ・ 爽やかなイメージであ るか」、 中 ホール ほ そのほか、 優秀賞として 高野宏一さん ( 野間四区 ) 、 

「主に音楽や 観劇、 講演会などに 使用され聞く・ 見る   白石和代さん ( 野間一区 ) 、 福島喘息さん ( 三吉団地 

感じること」を 重点に 、 呼びやすく親しみやすいなど 区 ) 0 作品が選ばれ、 同上のぺ ン 招待券が贈られます。 

総合的、 公平に名称審査会が 選考した結果、 「ウェー 決定した愛称は、 平成 l2 年 4 月から使用します。 
ブ アリーナ」と「ハミンバホール」に 決定しました。 多数の応募あ りがとうございました。 これからも 岡 

「アリーナの 屋根は白波をイメージし 躍動感があ る」 垣 ワンリーアイをみなさんの 生涯学習の場として、 ど 

と 、 ウェーブアリーナを 提案した 塚崎 直子さん ( 面高 うぞ末永くご 利用ください。 

湯医 L 。 「誰もが 心 うきうき、 はずんでホールに 行く様 役場町長公室企画調整 係 

  

/
 
/
 

に
翅
ラ
み
艶
 
帯
津
 リ 

毎
週
 火
 ・
 水
 ・
 ホ
 ・
金
曜
日
に
 、
 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
行
っ
 

い
ま
す
。
男
女
は
問
 い
 ま
せ
ん
。
 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
ま
た
あ
 

た
の
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
て
く
 

さ
い
。
 

し
 込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

グ
ラ
ゥ
 

ド
ゴ
ル
フ
連
盟
朔
月
 宕
 2
8
2
 
｜
 

7
8
9
.
 

打
出
 宕
 2
8
2
 
１
 0
9
 

3
 
へ
 

 
 

 
 

/
 
.
 ノ
 

受
講
生
募
集
 ガ
 

㍉
、
社
会
福
祉
協
議
会
 

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
日
本
 

｜
 ト
ボ
ー
ル
連
合
 岡
垣
 分
会
の
共
 

で
 開
設
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
教
室
 

、
好
評
で
多
く
の
人
が
受
講
し
て
 

ま
す
。
今
回
、
第
 2
 期
生
を
募
集
 

ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
応
募
く
だ
さ
 

き
 

Ⅱ
月
か
ら
平
成
は
年
 3
 月
 

で
の
毎
週
土
曜
日
午
後
 2
 時
 か
 

4
 時
ま
で
 

こ
ろ
 

す
は
｜
く
岡
垣
 

員
 
㏄
 人
 程
度
 

門
 

一
般
の
部
・
ジ
ュ
ニ
ア
の
 

米
 
ン
ュ
ニ
ア
 の
部
の
対
象
は
 、
小
 

学
生
で
す
。
 

」
込
み
 ，
 問
い
合
わ
せ
㏄
月
刊
 

（
日
）
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
福
祉
 

議
会
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

協 。 日 中中部部 定 と ら ま とい しいは 催ゲ               Ⅰ Ⅰ ン 中だな て民           

果
 

が
ん
ガ
 自
動
車
 

学
校
 杯
 大
会
 

，
が
 
梅
野
球
連
盟
）
 

と
き
 
8
 月
山
 口
 ・
羽
目
 

と
こ
ろ
町
民
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ド
 

松
ケ
ム
 ロ
ク
ラ
ウ
ン
ド
 

優
勝
海
老
 澤 ニ
ュ
ー
ス
タ
 l
 ス
 

準
優
勝
田
口
木
ジ
 ャ
 イ
ア
ン
ツ
 

第
二
一
位
福
岡
キ
ン
グ
 

8
%
 

姓
口
 

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ル
フ
連
盟
）
 

と
き
 
8
 月
 笏
日
 

と
こ
ろ
町
民
総
合
ク
ラ
ウ
ン
ド
 

0
 男
子
の
部
 

優
勝
早
野
老
 

準
優
勝
神
屋
徳
郎
 

三
位
 
貞
松
 
寅
夫
 

四
位
松
崎
吉
次
 

五
位
松
本
光
 次 

0
 女
子
の
部
 

優
勝
太
田
久
子
 

準
優
勝
浦
 池
ツ
 ル
 

三
位
野
上
よ
し
子
 

秋
 

 
 ル
 連
盟
）
 

と
き
 
8
 月
初
日
・
 9
 月
 5
 日
・
は
 

 
 
と
こ
ろ
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

優
勝
吉
木
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
 

 
 

ソ
 
"
 

    Ⅰ ヰ 

準
優
勝
野
間
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
 

 
 
第
三
位
九
部
ク
ラ
ブ
 A
 

宇
野
球
度
会
 

t
t
 
Ⅹ
 

@
 

大
会
 

と
き
 
9
 月
 5
 日
 

と
こ
ろ
 
則
松
 武
道
館
 

0
 幼
年
の
部
 

優
勝
西
口
涼
太
 

第
三
位
牧
山
塞
 駿
 

0
 小
学
 6
 年
生
の
部
 

第
三
位
生
田
 
佑
希
 

 
 

Ⅰ
 ル
 連
盟
）
 

（
 リ
コ
ド
 Ⅱ
 

と
き
 
9
 月
 5
 日
 

と
こ
ろ
町
民
体
育
館
 

優
勝
カ
ラ
ー
ズ
 

準
優
勝
ハ
ー
ト
フ
レ
イ
カ
ー
 A
 

三
位
 
B
 
.
Z
 

（
敬
称
略
）
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